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た

連
邦
全

体
に

関
わ

る

「

児
童
の

宗
教
教
育
に

関

す
る

法
律
」

に

基
づ

い

て
、

多
く
の

州
で

は

宗
教
科
の

出

席
を
生

徒
自

身
が

決
定
で

き
る

の

は
満

一

四

歳
か

ら
と
な
っ

て

い

る
。

バ

イ
エ

ル

ン

州
で

は
、

憲
法
で

「

最
も
上

位
の

教

育
目

標
」

と
し
て

「

神
へ

の

畏
敬
」

が

挙
げ
ら
れ
て

お

り、
「

教

育
お
よ

び

授
業
制
度
に

関
す
る

バ

イ
エ

ル

ン

州
法
」

で

は
、

生

徒
自
ら
が

宗

教
科
欠

席
を

決
定
で

き
る

年

齢
が

満
一

八

歳
以

降
に

引
き
上

げ
ら
れ
て

い

る
。

　

各
宗
教
団
体
に

お
け
る

宗
教

科
へ

の

関
わ

り
に

つ

い

て
、

カ

ト
リ

ッ

ク

で

は
ド

イ

ツ

司
教
会
議
で

宗
教

科
に

関
す
る

議
決
が

発
表
さ

れ

て

お

り
、

バ

イ

エ

ル

ン

州
を

含
め
た

宗
教
科
の

基

礎
と

な
っ

て

い

る
。

「

学
校
に

お

け
る

宗
教
科
」

（
一

九
七

四

年）

で

は
、

「

学
校
的
で

あ
る

と

同
時
に

神
学

的
・

教
会
的
な

責
任
を

負
う
営
み
」

（

収
斂
モ

デ

ル
）

と

し

て
、

現
代
の

宗

派
的

宗
教
科
は
、

明
確
な

宗

派
性
に

立

脚
し

て

こ

そ

可
能
な

、

他
の

信

仰
に

対
す
る

開
放
性
が

求
め

ら

れ
て

い

る
、

と
い

う
認

識
が

明
ら
か
に

さ

れ
る

。

　

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト
宗
教

科
を

提
供
す
る
バ

イ
エ

ル

ン

福
音
ル

タ
ー

派
教

会
（
ELKB

）

が
一

九
七

〇

年
に

発

表
し

た
「

バ

イ
エ

ル

ン

州
に

お
け

る

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト
宗
教

科
の

グ
ロ

ー

バ

ル

目
標
」

も
、

長
ら
く
同
宗
教

科
の

基

礎
と
さ

れ

て

き
た

。

そ

の

後
二

〇
Q
四

年
に

発

表
さ
れ
た

指
針
で

は

「

宗
派
的
な

明
確
さ

と
エ

キ
ュ

メ

ニ

カ

ル

な
開

放
性
」

に

つ

い

て

の．
言

及
が
加
わ
っ

て

い

る
。

　
二

〇
〇

四

年
に

改
訂
さ
れ

た

現
行
の

バ

イ
エ

ル

ン

州
ギ
ム

ナ

ジ
ウ

ム

指

導
要
領
で

は
、

カ

ト

リ

ッ

ク

と

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト
の

宗
教
科

共
通
の

「

協

力
テ

ー

マ
」

が

新
た

に

設

定
さ
れ、

両
宗
教
科
の

宗
派
間
協
力
が
推
奨
さ

れ
て

い

る

が
、

そ
の

基
礎
は

両
宗
教
団
体
が
一

九
九
八

年
に

共
同
で

発
表

し
た

声
明
に

あ
る

。

宗
派
間
協
力
へ

向
か

う
一

連
の

動
き
か

ら

読
み

取
れ

る

の

は
、

い

わ
ゆ

る

「

宗
派
教

育
」

に

お

い

て

も
、

現
代
社
会
の

宗
教
的

状

況
へ

の

対
応
が

模
索
さ
れ

て

い

る

こ

と
で

あ
る
。

各
自
の

「

宗
派
性
」

に

つ

い

て

の

再
認
識
は

、

現
代
社
会
に

お
い

て

公
立

学
校
で

の

宗
教
科
を

有
す
る

宗
派
・

宗
教
な
ら
で

は
の

切
迫
し
た

課
題
で

あ
る
と
も

言
え
る

だ

ろ

う
。

バ

イ
エ

ル

ン

州
に

お

け
る

カ

ト
リ

ッ

ク

と
プ
ロ

テ
ス

タ

ン

ト

の

宗

教

科
で

進
む
両

宗
派
間
の

協
力
は

、

現

代
の

宗
教

多
元

的
社
会
に

お

け
る

．
要

請
に

対
す
る

ひ

と
つ

の

回

答
と

見
な
さ
れ

う
る

。

　
な
お

、

以
上
の

二

大
宗

派
に

対
し

て、

復
古
カ

ト

リ

ッ

ク
、

ロ

シ

ア

正

教
、

ユ

ダ
ヤ

教
と
い

っ

た

少
数
派
の

宗
教
科
は

「

困

難
を
と

も
な

う
企

て
」

で

あ

り
、

複

数
の

学

校
か
ら
集
め
ら
れ
る

生

徒
、

通
常
の

時
閭
割
以

外
で

行
わ

れ
る

授

業
、

指

導
要．
領
や

教
科
書
の

不
足
な
ど

、

共
通

す
る

問

題
を
抱
え
て

い

る

の

が

現
状
で

あ
る

。

宗
教
系
学
校
に

お

け
る

性
教
育

猪

　
瀬

　
優

　
理

　
一
　

問
題
の

所
在
−

性
教
育
を
め

ぐ
る
価
値
観
の

対
立

　

教

育
基
本

法
改
正
（
二

〇
〇

六

年）
、

学
校
教

育
法
改
正
（
二

〇

〇
七

年）
、

新
指

導
要
領
の

実
施
（
二

Q
一

QI
、

一
〇

＝
二

年）

と

教
育
改
革

が

相
次
い

で

い

る
。

今
回
の

指

導
要
領
改
正
の

ポ

イ
ン

ト

と

し
て

、

「

伝

統
や

文
化
に

関
す
る

教
育
の

充
実
」

「

道

徳
教
育
の

改
善
・

充

実
」

が
あ

る
。

．
一
〇

〇
〇
年
代
に

入
り
性
教
育
に

対
す
る

バ

ッ

シ

ン

グ
が
ジ
ェ

ン

ダ

ー

ブ

リ
i
教
育
へ

の

バ

ッ

シ

ン

グ

と

セ

ッ

ト

に

な
る

形
で

保
守
政
党
や
一
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部
の

宗
教
団
体
を

中
心
に

活
発
に

湧
き
起
っ

て

き
た

。

こ

れ

に

対
し

て
、

ジ
ェ

ン

ダ

ー

フ

リ

ー

教
育、

包
括
的
性
教
育
を
推
進
し
よ

う
と

す
る

立

場

に

立
つ

人
々

は

強
い

危
機
感
を

持
っ

て

い

る
。

新
保
守
卞

義
（

新
自
由
キ

義
）

勢
力
は
、

ジ
ェ

ン

ダ

ー

ブ

リ
i

教
育
・

包
括
的
性
教
育
バ

ッ

シ

ン

グ

が

教
え
よ

う
と

し

て

い

る

価
値
観
へ

の

対
抗
策
と
し

て
、

学
校
に

お

け
る

道

徳
教
育
を

打
ち

出
し
て

い

る

と

見
ら
れ
て

い

る
。

　

本
発
表
で

は
、

実
際
の

教
育
現
場
に

お
け
る

価
値
の

伝
達
に

つ

い

て
、

性
教
育
に

焦
点
を

当
て

て

調
査
し、

こ

れ
ら
の

政

治
的

な
背
景
と
の

関
連

を

考
え
る

。

　
二

　
調
査
結
来
i
宗
教
系
学
校
の

性
教
育
の

実

施
状

況

　

中
学
校

、

高
等
学
校
を

中
心
に、

保
健
体
育
科、

家
庭
科、

宗
教
科

、

養
護
教
諭

、

管
理

職
の

方
か
ら
話
を
伺
う
形
で

調
査
を

遂
行
中
で

あ
る

。

各
教
科
の

全
員
に

聞
き
取
り
で

き
て

い

る
わ
け
で

は

な

く、

そ
の

学
校
の

事
情
に

合
わ
せ

て

面
接
で

き
る

方
と

面
接
し
て
い

る
。

現
在、

面
接
調
査

し

た
一

八

校
の

内
訳
は
、

カ

ト
リ
ッ

ク

系
の

学
校
が

六

校、

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト
系
の

学
校
が

四
校、

仏
教
系
の

学
校
が
六
校
、

神
道
・

新
宗
教
系
の

学
校
が

二

校
で

あ
る

。

回
答
者
は、

養
護
教
諭
七

名
、

保
健
体
育
科
教
諭

八

名、

宗
教
科
教
諭
五

名、

家
庭
科
教
諭
二

名、

校
長
・

副
校
長
・

教
頭

が

四

名
で

あ
る．．

　

学
校
全
体
と

し

て

積
極
的
・

活
発
に

性
教
育
を

推
進
し
て

い

る

学
校
は

少
な
か

っ

た
。

学
校
と

し

て

何
ら
か
の

年
間
カ

リ

キ
ュ

ラ
ム

を
持
っ

て

い

る

学
校
は

三

校
あ
り、

昨
年
度
・

本

年
度
中
に

設
置
を

計
画
予
定
の

学
校

が

二

校
あ
っ

た
。

そ
れ
以

外
で

は、

個
人
的
に

年
間
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

な
ど

熱
心
に

取
り
組
ん

で

い

る

教

員
が
い

る

学

校
が
四

校、

こ

れ

か
ら
取
り
組

む

意
欲
が

あ
る

学
校
が
一

校
だ

っ

た
。

　

学
校
に

お
け
る

性
教
育

実
践
者
で

信
仰
を

持
つ

も
の

は
二

名
し
か
お
ら

ず、

性
教
育
に

宗
教
的
価

値
が

反
映
さ
れ

て

い

る

可
能

性
は
低
い

。

信

徒

教
員
の

割
合
が

低
い

学
校
が

多
く、

宗
教
的

価
値
教
育
が

原
画
の

教
育
に

浸
透
し

て

い

る

例
は

少
な
か
っ

た
。

現
状
で

の

宗
教
系
学
校
の

性
教
育
に

お

け
る

価
値
教

育
の

趨
勢
と
し

て

は
、

積
極
的
な

性
に

関
わ
る

価
値

観
の

提
唱
で

は

な
く

、

現
状
の

性
状

況
か

ら
生

徒
た
ち
を

守
る

と
い

う
受

け
身

的
な
方
向
性
で

あ
る

。

　
三

　
考
察
と
ま
と
め

1
宗
教
・

宗
派
の

違
い

と

今
後
の

課
題

　

現
時
点
で

は
、

聞
き
取
り
調
査
の

内

容
か
ら

、

宗
教
や
宗
派
の

違
い

は

大
き
く
見
い

だ
さ

れ

な

い
。

宗
教
色
の

強
さ
、

弱
さ
に

つ

い

て

も

宗
教
・

宗
派
で

同
一

の

傾
向
は

な
い

。

宗
教
・

宗
派
の

影
響
よ

り
も

、

そ

の

学
校

自
体
の

性
質
の

影
響
の

方
が

強
い

よ

う
で

あ
る

。

た

だ

し、

宗
教
色
の

強

い

学
校
に

つ

い

て

は
、

そ

の

学
校
独
自
の

教
理
に

基、
つ

い

た

あ
る
一

定
の

人

間
像
を

示
す
こ

と
に

よ

り、

生
徒
た

ち
が
一

般
の

価
値
観
と
は

異
な

っ

た

身
体
観
を

学
べ

る

可
能
性
も

あ
る

。

　

結
論
と

し
て
、

宗
教
系
学
校
で

あ
る

こ

と

を
理

巾
に

特
徴
的
な
性
教
育

が

実
施
さ
れ

る

こ

と
は

少
な
い

。

宗
教
的
価
値
観
に

基
づ

い

た

性
教
育
カ

リ

キ
ュ

ラ

ム

を

作
ろ

う
と

す
る

提
案
が

出
た

学
校
は

あ
っ

た

が
、

他
の

教

員
の

賛
同
が
得
ら

れ
ず
立

ち
消
え
と

な
っ

た

と

い

う
。

性
教
育
の

必
要
性

は

認
識
さ
れ
て

い

る

が、

実
施
に
は

様
々

な
障
害
が
あ
る

。

現
場
の

実
践

に

は
、

柔
軟
な
対
応
が
必
要
な
の

で

あ
る

。

　

教
育
現
場
は
、

一

定
の

価
値
観
を
押
し
つ

け
る

方
向
性
に

は

向
い

て

い

な
い

。

新
指
導
要
領
の

よ

う
に

学
校
教
育
に

お
い

て

＝
疋

の

道
徳
的
価
値

観
に
基
づ

い

た

教
育
を
実
践
し
よ
う
と

訴
え
か
け
る

こ

と
は
、

教
員
た
ち

に

ジ

レ

ン

マ

を

引
き
起
こ

す
可
能
性
が
高
い

こ

と

が
推
測
さ
れ
る

。
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